













































































































































































て強さについて言えば、前半部［ja ma da］ における最も強い部分（マ）の強さは-1.4dBであり、後
半部［（s）aN］の最も強い部分の強さは-2.7dBである。前半部分が後半部分よりやや強いことがわか
る。そして後半部［（s）aN］の長さは182msであり、全体の520msの35.0％を占めている。
　（６）初音：｛よそ見しながらコーヒーを運んでいる宇崎に向かって注意する｝あっ、宇崎さん
　　 宇崎：｛あわててしまい、目の前にいる安奈の洋服にコーヒーをこぼす｝あっ（花）
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図４　上昇調イントネーション2
　この［上昇調イントネーション２］の全体の高さの変化の範囲は92Hz～280Hzの間である。そして
強さについて言えば、前半部［ja ma da］における最も強い部分（ダ）の強さは-1.6dBであり、後半
部［（s）aN］の最も強い部分の強さは-2.9dBである。ここでも前半部分が後半部分よりやや強いこと
がわかる。そして後半部［（s）aN］の長さは199msであり、全体の564msの35.3％を占めている。
　以上のような［上昇調イントネーション］は、ニュートラルに単独で発話された「山田さん」と比
較すると、周波数は全体的に高く、強さについては全体的に弱い。また長さについては短いことがわ
かる。
　そして、［上昇調イントネーション］をもちいて相手に呼びかけるのは「呼び出し」、「注意喚起」
の場面のほか、下の例７「促し」、例８「呼び戻し」の場面にも同じようなパターンが現れる。
　（７）賢太郎：シュンイチナルミの携帯番号、教えろ
　　 愛　子：絶対、嫌
　　 賢太郎：同僚の三浦君
　　 三　浦：あっ、いや、あの　｛顔を別の方向へ向ける｝
　　 賢太郎：俺の言うことが聞けないのか？（花）
　（８）槙　原：｛遠くから近づきながら｝　岡崎さん　｛立ち止って、安奈に向かって｝　悪いんだけど、
　　　　　　　 子供たちの面倒見てきてもらえる？
　　　 金山・岩倉：｛話を聞いて、子供の面倒を見に行こうとして、立ち去る｝
　　　 岡　崎：｛愛子の顔を見たまま、金山と岩倉を呼び止める｝　金山、岩倉
　　　 金山・岩倉：｛愛子のそばに戻る｝
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　　　 金　山：宇崎さん、行ってきて（花）
　詳しく観察すれば、［上昇調イントネーション］が使われる際の人間関係においては、目上から目
下に使われることが多く（５例）、そのほか同輩同士にも使われる（３例）。そして、目下から目上へ
の［上昇調イントネーション］をもちいた呼びかけは不自然であると考えられる（０例）。また、こ
のような［上昇調イントネーション］がもちいられた例においては、すべて話し手の意向に「矛盾」（井
上19932）（働きかけにおける意図のギャップ）しないと想定する（例５、８）か、「矛盾」すること
が許されない（例７）か、といった状況が共通している。
　このような音調は第一音節から最後の音節まで直線上昇形であり、型からいえば、郡（2003）の「疑
問型上昇調」にあたるものであろう。しかし、呼びかけ語に加わった結果、聞き手に回答や反応を求
めるというより、話し手と聞き手の間に「矛盾」が存在しない3ことを前提にした相手への行動要求
となっている。その場合、上昇調の呼びかけを通して相手に情報を提示した上で、相手の行動まで働
きかけるという機能をもつ。また、郡（2003）のいわゆる「強調型上昇調」にあたるものは、現段階
で調べたところ、呼びかけ語においてみられなかった。それはこのような話し手と聞き手の間に「矛
盾」があることを前提にしている場合、呼びかけという言語行為において、下降調をもちいることが
一般的であるからだと思われる。
　そして、相手へ呼びかける場合、［上昇調イントネーション］は丁寧さに欠けていることがいえる
と思われる。つまり、従来言われてきた「声を高くすると丁寧に聞こえる傾向がある」ことは、呼び
かけにおいては反対であるということになる。
Ⅱ　下降調
　［上昇調イントネーション］が主に、「呼び出し」「注意喚起」「呼び戻し」「促し」に使われるのに
対して、［下降調イントネーション］は主に、「叱り」「促し」「制止」「呼び戻し」「意識の喚起」に使
われる。そして、［下降調イントネーション］には、［緩やかな下降調イントネーション］、［急下降調
イントネーション］と［平－急下降調イントネーション］の三つのバリエーションが含まれる。
　Ⅱ　下降調－①急下降調
　［急下降調イントネーション］は、主に「促し」、「呼び戻し」と「制止」の場面の発話にみられる。
図５は例９の「促し」の場面の発話からのものである。
　（９）美奈子：｛渡された紅白饅頭を手にとって見る｝　紅白饅頭？
　　　 賢太郎：うん。
　　　 美奈子：｛かごにある紅白饅頭を見ながら｝　どうするの？こんなに買い込んで
呼びかけ一語文におけるイントネーションの型と意味について　　李　紫娟
156
　　　 賢太郎：｛愛子の方を見る｝　愛子　｛愛子に紅白饅頭を配らせようとする｝
　　　 愛　子：｛嫌そうな顔で｝　絶対に配らないから（花）
図５　急下降調イントネーション
　例９は、相手に嫌な気持ちがあることがわかっているにもかかわらず、呼びかけによって、相手に
動作の実行を促している場面である。この［急下降調イントネーション］の全体の高さの変化の範囲
は60Hz～135Hzの間である。そして強さについて言えば、前半部［ja ma da］における最も強い部分
（マ）の強さは-3.5dBであり、後半部［（s）aN］の最も強い部分の強さは-1.2dBである。後半部［（s）
aN］の長さは182msであり、全体の長さ600msの30.3％を占めている。そして、ニュートラルに単独
で発話された「山田さん」と比較すると、全体的周波数について、ニュートラルの場合の一番低い部
分より低く、ニュートラルの場合の一番高い部分より高いことがわかる。そして強さについて、ニュー
トラルの場合と逆に、前半部よりも後半部が強いことがわかる。また長さについて、全体的にほとん
ど変わりがないものの、後半部はより短いことがわかる。
　このような［急下降調イントネーション］をもちいる例は「促し」２例、「呼び戻し」３例、「呼び
止め」２例と「制止」４例の合計７例がみられ、そのうち、目上から目下に使われたものが６例あり、
目下から目上に使われたものは１例のみであった。そして、基本的に目上から目下に使われることが、
上記の［上昇調イントネーション］と共通する。以下では、目下から目上に使われる例をみよう。
　（10）賢太郎：憧れだけで、就職したような娘ですが、ご迷惑をおかけするかもしれませんが、こ
　　　　　れはないと思うんですが、あのー、たとえば、もし…もしも、いじめとか…
　　　 金　山：いじめ！？
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　　　 愛　子：お父さん、何言ってるの？
　　　 金　山：ふーん、うちで、私の悪口、言ってんだ
　　　 賢太郎：あっ　｛手を振る｝
　　　 愛　子：｛頭を左右に振りながら｝　言ってません、悪口なんて
　　　 金　山：｛席を立つ｝　お父さん、ご心配なく、すぐにアシスタントを代えてもらいますから。
　　　 愛　子：先輩
　　　 金　山：脇田さんのことも知らないような素人とは仕事できないの。（花）
　（11）房　江：｛三浦に振り向く｝　言うこと聞けないんなら、親子の縁、切ってもいいのよ。それ
　　　　　でもいいなら、勝手になさい。　｛立ち去る｝
　　　 三　浦：｛席を立って、房江を追いかける｝　お母さん　｛房江の前へ回る｝（花）
　例11は、話し手が自分の結婚したい相手のお父さんをおいて立ち去ろうとしている母に強い不満を
もっている場面で、その相手を呼び戻している。
　この例からもわかるように、［急下降調イントネーション］がもちいられる場面は基本的に、目下
にもちいることが［上昇調イントネーション］と同じであることに対して、話し手の意向に反するこ
とが存在していることは、［上昇調イントネーション］と対立している。
　このような音調は、形についていえば、前半部は直線上昇形をなしており、そして前半部の頂点か
ら後半部に入って直線下降の形をなしている。そして強さは、下降につれ強まってくる。後半部イン
トネーションの型からいうと、郡（2003）であげられた［顕著な下降調］にあたるものであろうが、
その機能は、郡（2003）がとりあげた［強調型上昇調］と同じであると思われる。つまり、急激な下
降調をもちいた相手への呼びかけによって、自分の意図に反している相手に対して、動作を強く求め
ている意を有していることを表している。
　Ⅱ　下降調－②緩やかな下降調
　［緩やかな下降調イントネーション］は、（全体についていえば、）徐々に上がってから、文末では
緩やかに下降するイントネーションである。このような音調がもちいられるのは、ほとんど「制止」
の場面の発話である。
　（12）［小滝は愛子の会社の取り引き先になる可能性があったが、愛子のミスでダメになってしまっ
た。父の　賢太郎は愛子が謝っているのを見て、事情を少し聞いて、小滝をしかる］
　　　 賢太郎：あんたもあんただ。子供が汚したぐらいで目くじら立てて。
　　　 小　滝：何？
　　　 賢太郎：どんなに高い服だろうが、子供服なんて、作業着みたいなもんでしょう。
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　　　 小　滝：偉そうに！
　　　 愛　子：｛びくびくしながら｝　お父さん…
　　　 賢太郎：ちょっと貸せ。　｛愛子の持ってるボールをとる｝
　　　　　　　 あんた、子供とキャッチボールやったことありますか？
　　　 小　滝：そんなことする必要はない。
　　　 賢太郎：……服が汚れるぐらい、いいじゃないですか？子供が笑ってくれればそれだけで幸
せじゃないですか。親って、そういうもんでしょう！？　｛周りの雰囲気を感じて｝
　あっ…、悪い。ちょっと、熱くなりすぎました。（花）
図６　緩やかな下降調１
　全体の高さの変化の範囲は107Hz～194Hzの間である。そして強さについて言えば、前半部［ja ma 
da］における最も強い部分（マ）の強さは-3.6dBであり、後半部［（s）aN］の最も強い部分の強さは
-3.3dBである。前後の強さはほぼ同じ結果となっている。後半部［（s）aN］の長さは100msであり、
全体の長さ540msの20.4％を占めている。そして、ニュートラルに単独で発話された「山田さん」と
比較すると、周波数は全体的に高く、そして強さについては、全体的に弱く、長さについては全体も、
後半部も著しく短いことがわかる。
　同じく、例13も、話し手は先行文脈からその相手がすべきではないことをしていることを受け、そ
れを「やめさせる」という「制止」場面の発話である。
　（13）賢太郎：お前はまだ…
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　　　 愛　子：もう子供じゃない！私はお父さんと対等に話がしたいの！なのに、いつも頭ごなし
に、ダメだダメだって
　　　 賢太郎：俺は父親として…
　　　 愛　子：お母さんがいてくれたら、きっと違ったかもしれないね。お母さんなら、きっと私
の味方になってくれてた。お母さんがいてくれたら、よかったのに。
　　　 三　浦：宇崎さん
　　　 賢太郎：｛泣く｝（花）
図７　緩やかな下降調２
　全体の高さの変化の範囲は97Hz～129Hzの間である。そして強さについて言えば、前半部［ja ma 
da］における最も強い部分（ヤ）の強さは4.5dBであり、後半部［（s）aN］の最も強い部分の強さは
-2.6dBである。そして後半部［（s）aN］の長さは202msであり、全体の612msの33.0％を占めている。
ニュートラルに単独で発話された「山田さん」と比較すると、周波数も長さもほぼ変わりがない。し
かし強さについては、後半部分よりも、前半部分の特に語頭部分が強いことがわかる。
　緩やかな下降調イントネーションの感情は急下降調ほど激しくないため、気持ちなどを配慮すると
きにもちいられやすい。そして、［急下降調イントネーション］と話し手の意図に反していることに
おいて共通しており、［上昇調イントネーション］と対立している。そして、このような音調は急下
降調の弱めの用法とみることができる。
　Ⅱ　下降調－③平－急下降調
　［平－急下降調イントネーション］というのは、呼びかけ語の後半部で一定の平坦な状態をたもっ
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てから下がる音調のことである。
　図８は平－急激な下降イントネーションをなしており、採集した例14の「意識の喚起」と例15の「呼
び戻し」の場面にも同じようなパターンが現れる。なお、場面によって平坦な部分を保つ長さが多少
異なることがある。図８は平坦な部分が長いものであり、図９は短いものである。
　（14）三　浦：｛賢太郎に向かって｝　お願い…します…　｛意識を失って倒れる｝
　　　 愛　子：三浦さん！？　　三浦さん！三浦さん！（花）
図８　平－急下降調イントネーション１
　全体の高さの変化の範囲は97Hz～261Hzの間である。語尾部分の高さの変化の範囲は261Hz～97Hz
の間である。そして強さについて言えば、前半部［ja ma da］における最も強い部分（マ）の強さは
2.9dBであり、後半部［（s）aN］の最も強い部分の強さは1.3dBである。そして後半部［（s）aN］の
長さは241msであり、全体の575msの41.9％を占めている。そして、ニュートラルに単独で発話され
た「山田さん」と比較すると、周波数は全体的に高いほか、強さについても全体的に強い。また長さ
については、全体的に短いものの、後半部が著しく長いことがわかる。
　これは意識を失っている相手に対しての呼びかけであり、相手を自分の声に反応させよう、答えさ
せようと強く相手に働きかけている。このとき、声は非常に大きく、後半部の平坦を保っている部分
も非常に強く、かつ長くなっている。これは呼びかけ語における強調型下降調イントネーションとみ
なすこともできると思われる。
　また、同じような［平―急下降調イントネーション］をもちいているのは、例15「呼び戻し」の場
面である。それぞれ場面も異なり、実際の音調も多少異なるが、いずれも急な状況にあり、聞き手と
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の間に大きな「矛盾」のあることが共通している。
　（15）努：｛小滝と出ていくところ、突然手を離して、後ろにいる愛子に向かって走りだす｝
　　　 小滝：｛あわてて努を見る｝　努！
　　　 努：｛お父さんを無視して、愛子の前まで走る｝　お姉ちゃん、ありがとう！（花）
図９　平－急下降調イントネーション２
　全体の高さの変化の範囲は92Hz～225Hzの間である。語尾部分の高さの範囲は225Hz～92Hzの間で
ある。そして強さについて言えば、前半部［ja ma da］における最も強い部分（マ）の強さは-2.9dB
であり、後半部［（s）aN］の最も強い部分の強さは-1.4dBである。そして後半部［（s）aN］の長さ
は183msであり、全体の533msの34.3％を占めている。ニュートラルに単独で発話された「山田さん」
と比較すると、周波数が全体的に高いほか、強さについては逆に後半部が強い。また長さについては、
全体的に短く、また後半部も短いことがわかる。
　例14、15のような「意識の喚起」、「呼び戻し」以外に、例16「叱り」の場面にも同じようなパター
ンが現れる。
　（16）［宇崎愛子が就職したばかりのある日、仕事帰りに高い服などを買いこんで、家に帰る］
　　　 賢太郎：それ全部、店に返してこい。　｛荷物をとろうとする｝
　　　 愛　子：｛逃げる｝　嫌よ！　自分のお金で、何、買おうが、わたしの勝手じゃない。
　　　 賢太郎：愛子！
　　　 愛　子：もう親のスネ、かじってるわけじゃないんだから。
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　　　 賢太郎：嫁入り前の娘は親の言うことを聞くもんだ！（花）
　以上に［平－急下降調イントネーション］を見てきた。これらは、場面によって、平坦な部分の長
さ、および下降の部分の下降の度合いが異なるものの、［平―急下降調］として共通しており、強調
型下降調とみなすべきと思われる。
　［緩やかな下降調］は［急下降調］の弱めの用法であるのに対して、図８、９のような［平―急下
降調］は、単純な［急下降調］の強調型と思われる。そして、それがもちいられる場面は、急な出来
事が発生していることと、声が大きいことが共通している。したがって、このような音調は、話者が
緊急な出来事に直面して、その出来事が話し手の思いと大きなギャップ、つまり大きな「矛盾」があ
る場合、自分の求める行動を呼びかける相手に強く働きかけようとする効果を持つ。
　以上のように、［下降調］は、［上昇調］と異なり、話し手と聞き手との間に「矛盾」がある場合に
用いられる。そして、［下降調］の中では、［緩やかな下降調］［急下降調］［平―急下降調］の順で「矛
盾」の度合いが大きくなっていくと考えられる。 
４．まとめ
　以上、見てきたように、単独で発話された呼びかけ語のイントネーションは、大きく［上昇調イン
トネーション］と［下降調イントネーション］に分かれ、前者と後者の違いは、話し手と聞き手の間
にある「矛盾」つまり意図のギャップの有無であると見られる。後者は、さらに［緩やかな下降調］［急
下降調］［平―急下降調］に分かれる。その３つの違いは、話し手と聞き手の間にある「矛盾」の大
きさの違いによる。このことは、上述の音響分析の結果と対応しており、ニュートラルに単独で発話
されたものと比べても、この順でピッチの幅が大きくなり、また全体の長さが長くなるなどの点が見
て取れる。別の言い方をすれば、この順で感情が加わっていくともいえる。
　これらイントネーションの型と呼びかけの機能との対応をまとめると（下図参照）、まず、［上昇調
イントネーション］をもちいる場面は主に「呼び出し」「呼び戻し」「注意喚起」と「促し」がある。
これに対して、［下降調イントネーション］による呼びかけは、「叱り」「促し」「制止」「呼び戻し」「意
識の喚起」がある。［下降調イントネーション］はいずれも話し手と聞き手の間に「矛盾」がある場
合であり、自分の意図に反している相手に対して、強制的に働きかけようとする意識が強く働いてい
ることを表す。以上の機能のうち、「促し」「制止」「呼び戻し」は複数のイントネーションの型と対
応している。この場合、「促し」「呼び戻し」においては、相手と自分の間にある「矛盾」の有無によっ
て、［下降調］と［上昇調］に分かれる。また「制止」においては、その「矛盾」の強さによって、
急激な［下降調］と緩やかな下降調に分かれる。より詳しくいえば、相手と自分の間に「矛盾」がな
い場合の「促し」「呼び戻し」は［上昇調］をもちい、相手と自分の間に「矛盾」がある場合の「促し」
「呼び戻し」は［下降調］をもちいる。そして、相手に対して、強く制止する場合には、ピッチの幅
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が大きくなった［急下降調］をもちい、相手の感情、あるいはその場の雰囲気などを配慮する場合の
控えめの「制止」は、ピッチの幅が小さくなった「緩やかな下降調」をもちいる。
　今回残された課題としては、同じく呼びかけ一語文に属する「受け手的な呼びかけ一語文」のイン
トネーションの特徴および機能、さらに、「働きかけ的な呼びかけ一語文」との異同の問題がある。
また、今回の調査において、郡（2003）であげられた「上昇下降調イントネーション」はみられなかっ
た。これらに対して、調査の資料を広げて調べる必要があると思われる。
注
１　用例中のブランク（空白）は前の話者の発話が終わらないうちに次の話者が話し始めたことを示す。
２　井上（1993）では、「矛盾」について、「『話し手側のスクリプトと矛盾する事柄が存在する』ことを前提にし
て発せられるか（矛盾考慮）、『話し手側のスクリプトと矛盾する事柄が存在しない』ことを前提にして発せら
れるか（矛盾非考慮）」というように解釈している。そして、その「スクリプト」について、それが、命令文
における「スクリプト」として、
　　　　（ⅰ）実行すべき動作の内容
　　　　（ⅱ）動作実行のタイミング
　　　二つの要素からなる一種の「すじがき」としてとらえ、それを「スクリプト」と呼ぶ。
　　と規定している。
３　例７は、話し手と聞き手の間に対立の存在が許されない場合であるが、本稿において、このような場合は、話
し手と聞き手の間に対立が存在しないと見なす。
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